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１　今年度の最終評価について

 (1)学習指導

 (2)生徒指導、人権教育

 今後も、ＩＣＴ機器の活用やアクティブラーニングの
推進など、より良い授業づくりを継続し、本校の生徒
にとって分かりやすい授業の実践に努める。
　また、生徒一人一人に寄り添い、個に応じた指導を
継続し、取り残さない指導も続ける。
　「分かる」「できる」といった成功体験を重ねさせ
て、学習意欲の向上につながる指導ができるよう努め
るとともに、定期考査に向けて計画的に学習に取り組
む姿勢を身に付けさせることができるような学習指導
を検討する。

　スローガンに「声出せ」とありますが、授業参観した
際、発言するときの生徒の声が全体的に小さく聞き取り
にくいように感じました。
　県指定の人権・同和教育研究は２年間の学びの成果が
出てい思う。多くの資料から授業に必要なものを選択
し、農業高校としての特色を生かしながら、「自分が今
できることは何か」真剣に考え学んでいた。中高連携の
取組も今後も続けてもらいたい。
　タブレットなどICT機器を活用したアクティブラーニン
グの推進や先生方の授業改善に取り組んでいる姿勢が数
値にも表れている。
　生徒たちが、学習に向けての授業準備が整っており、
授業や実験・実習への充実感が高く、その積み重ねが成
績優秀者の大幅な増加にもつながっており、今後も継続
した指導をお願いしたい。
　定期考査に向けての計画的な学習の数値は少し気にな
りますが、先生方が一人一人に寄り添う指導を丁寧に実
践されていることが、生徒たちの学習意欲や成果につな
がっていると思う。

　挨拶の面では、地域の評価も年々下がっている。
確かに以前より意識が低くなっているように思う。
将来的な面において、社会生活を送る上で大切な基
本的生活習慣は学校生活で身に付けてもらいたい。
　さわやかな挨拶や基本的生活習慣と規範意識の徹
底を指導され、成果が表れている。
　交通事故の件が多いのが少し気になる。命に関わ
る問題として被害、加害者のどちらにもならないよ
う、安全な登下校になるための継続したご指導をお
願いしたい。
　学校へ寄せていただいた際には、生徒たちはとて
も楽しそうに高校生活を謳歌しているように見え、
とてもいい雰囲気だと思います。



　ホームページ閲覧回数の増加は、学校や生徒たち
に対する関心が高まっているという点で良い傾向に
ある。
　地域社会・関係諸機関との連携に努め、開かれた
学校づくりに努めていることは教職員アンケートか
らも伺える。
　教職員の意見が学校経営が生かされているのは、
PDCAサイクルが確立できている表れだと思う。それ
は、生徒指導における適切な対応に生かされている
と思う。
　ホームページが定期的に更新され、見やすく魅力
あるホームページ作りが推進されている。今後も継
続的な情報発信をお願いしたい。何より保護者や生
徒が見たい、知りたい情報を発信するツールとなっ
ていることがありがたい。

　様々な人権問題に対し自分事として考えられる(い
じめを含め)正しい人権感覚と行動力を身に付けても
らいたい。
　「学校生活の全ての場が人権教育の機会である」
という認識は、今後も大切にしてもらいたい。

　生徒自らが考え行動する場面を増やすことで、人権
問題を見抜く力を養うとともに問題解決に取り組む行
動力を育成する。また、学校生活のすべての場が人権
教育の機会であることを認識し、全教職員が生徒の学
校生活全般をしっかり見守り、時を逃さず適切な指導
を行う。

　教育環境が生徒を育てることを意識して、教育
環境を整え、本校に誇りを持って卒業する生徒の
育成に努める。
　生徒の活動を中心に、日々の学校の様子をでき
るだけ多く更新してきた成果である。今後も生徒
を主体とした伊予農の良さがアピールできるホー
ムページ作りに取り組む。
　特別指導、交通事故が０になるよう、マナー、
ルールに関する指導に継続的に取り組んでいきた
い。
　各学科が毎日更新を目標に、日々の学校の様子
が分かる、生徒、保護者が見たい、知りたい情報
発信に努めていきたい。

 (3)進路指導

第一希望の進路実現を遂げた生徒が就職・進学
後も充実して生活できるように、基礎学力・社会
人基礎力の定着を図る。

生徒・保護者への情報提供と進路相談が手厚く
できるよう、担任・学科と連携を取って指導を進
める。

農業関連分野への就職率に関しては、農林業の
職種が他と比較して極端に求人が少ないのが現状
である。数少ない農業法人でさえ南予地域より少
なく、自宅からの勤務を希望する生徒たちの進路
にはなりにくい。本校で学んだことを生かせる関
連分野の進路として、進学を経ることも含めて検
討させる。

 (4)特別活動

  校内の農業祭では生徒会が中心となって学校全
体を盛り上げることができた。他の学校行事につ
いても、生徒が活躍できる場を設定し、自主性を
育てていく。
　部活動では、令和７年度から「魅Can部」として
の活動もスタートする。中学校や地域に情報発信
し、充実した活動になるよう準備をしていく予定
である。また、各部が、ホームページを利用でき
るように周知する。

 (5)農業教育

　農業クラブ活動や各種コンテストの成果は、入
賞率で見るとまだまだ向上の余地がある。もちろ
んプロセスも大切ではあるが、入賞することによ
り生徒自身の自信や自己肯定感の向上につながる
ため、日ごとの活動の充実の先に結果が残ればベ
ストだと思う。これからも農務課教職員一同、頑
張っていきたい。
　資格取得については受験料が発生するため、学
科や教科、科目によってはあらかじめ受験料を徴
収して全員挑戦させている講座もあるが、なかな
か強制することは難しい。せめて合格率を上げる
ことができるように努めていきたい。

 (6)教育活動全般

　第一希望への進学・就職ともに進路決定や、農業
関係の関連の進学、就職も達成できているので、一
人一人を大切にした進路指導が充実されている結果
だと思う。日頃からの進路指導の充実や資格取得を
是非継続してもらいたい。
　進路指導が進学94.4％、就職98.3%は立派だと思
う。伊予農で学んだことが生かせる進路(農業・生活
関係)がもっと増えれば嬉しいです。
　卒業時に生徒はもとより保護者にも納得いく進路
に進むことが入学希望者の増加につながると思う。
　今年度就農啓発講座を実施させていだき、多くの
農業に興味をもっている若者がいることがうれし
かった。今後も就農啓発講座の実施をお願いした
い。

　農業祭で生徒たちの準備運営が行き届き活気ある
姿に感心しました。どの科、部活動でも自分たちの
活動に自信と誇りをもって取り組んでいるように感
じる。
　特に運動部が活躍されており、活力のある学校に
なにっていると思う。
　ライフル射撃部は競技人口が少ないのはあるが、
十分に成果が上がっている。

　生産と流通を学べることが強みです。地域に果物
や植物等の販売を今後も続けてもらいたい。
　学科ごとに情報発信されているＨＰ等拝見してい
ます。活動内容がタイムリーに発信されており、伊
予農の活動の様子が良く分かります。
　農業クラブ活動の成果はすばらしい。
　農業クラブの「入賞を目標に」それも大事です
が、生徒がそれに向かって一生懸命に取り組む事も
大切だと思います。資格取得状況が年々受検者も合
格者も減少傾向なのは残念です。
　農業クラブ活動の成果きめざましいものがある。
その成果が新聞等に掲載されており、地域の人は良
い評価をしている。
　技術コンテストでの好成績が、教育の充実ぶりを
示しているのだと思う。より上を目指してほしいと
思う。


